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 新年度を迎え、市の行財政運営の指針であり、甲府市のまちづくりの指針でもある

第６次総合計画も１０年の計画期間が残り２年間となりました。  

今の計画をつくるときに私も策定委員会の  

メンバーとして議論に参加しました。  

 

地方都市に共通する大きな課題として、高校まで  

せっかく地元で育てたにもかかわらず進学等を契機  

として結局地元に戻ってこないことがあります。  

  

やがて地元でしっかり働いてもらって還元して  

もらおうという期待が様々な理由で挫折してしまうというのがこれまでの甲府市の

姿ではなかったでしょうか。  

 

この課題の解決のために、「次の時代を担う世代を主体にした」施策事業をより推進

すべき、本会議の質問で訴え続けてきました。  

帰ってきてもいい、と甲府に魅力を感じてもらうことができればもっと状況が明る

いものとなるはずです。そのために我々市議会議員も真剣に議論し合って皆様の負託

にお応えしていきたいと改めて決意させていただきました。  

 

これまでの本会議での質問動画→  甲府市議会インターネット中継  

（https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58）  

 

 

＜６月定例会代表質問の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホームページもご覧ください 

http://www.komei.or.jp/km/kofu-hyodo-kenji/ 
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まちなか回遊について  

問）甲府城南側の整備が本格化するとともに、遊亀公園附属動物園のニューアル  

も着々と進んでいますが、これらの資源をつなぐ回遊ルートをストーリー建て  

ることができれば、まちなかの新たな顔を見せることが可能となり、人の流れ 

がうねりのように巻き起こってくるのでは。  

答）甲府まちなかエリアプラットフォームのプレーヤーを中心にプロジェクトチ  

ームを結成し、地元の人がまちなかを大好きになるような未来像を作ってい  

く。  

https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58
https://kofu-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=speaker_result&speaker_id=58


 

 

 

 

 

子どもたちの安全安心の確保について  

問）通学路の安全確保について及び防火シャッター等の学校施設の安全確保に  

ついて 

答）これまで通学路の安全点検で対応が必要な個所の約８割に当たる６５６か所  

について改善済 

 学校内に設置されている防火シャッターについては、感知式安全装置設置す  

るなどすべての学校に安全装置を装備した。  

 

ハラスメント対策について  

問）いわゆるカスタマーハラスメント対策について厚労省が指針を出し、東京都  

が全国に先駆けて条例化を検討する中で、甲府市役所内での対策を問う。  

答）カスハラについては社会全体の問題であることから様々な媒体を通じて未然  

防止を呼びかける。  

職場においては一人で抱え込まないなどを主とするマニュアルを策定して  

職員のメンタル面へケアも現在体制をとっている。  

いずれ国の法整備の動向も見ながら、カスタマーハラスメント対策に万全を  

期したい。  

給食残渣の状況と対応について  

問）食品ロス削減の要請の一方でどうしても残渣が生じてしまうことが給食の現   

場ではある。こうしたやむを得ず生じた給食残渣の処分の現状と今後時代の趨

勢とともにこれを発電の燃料として活用していくことも考えられるため、将来

的にはどうか。  

答）各学校で生じた給食残渣については委託業者が回収した上で、甲府・峡東ク  

リーンセンターに搬入し、処分している。  

 また、２０５０年のゼロカーボンシティ実現に向けて、残渣の排出抑制と有

効活用の両面から、先進的な事例について  調査・研究を進めていく。  

大規模災害時に想定される問題について  

問）年頭の能登半島地震の発生により、改めて防災意識が高まっている。これま

でも考えてきたが、避難生活が長引く時の気がかりな点が「トイレの問題」。  

①指定避難所簡易トイレの整備数の算定根拠  

②個人で簡易トイレを準備することを促すための助成制度  

③排泄物の処理方法  

答）簡易トイレは避難者５０名に１基の割合で整備。またマンホールトイレの整  

備を進めるとともに、今定例会に高齢者や障がい者にも使いやすく衛生面にも

配慮した簡易トイレの購入経費を計上した。  

  排泄物については、ごみ収集車両のはか災害協定によるし尿収集車両が指定

避難所を巡回し、排泄物の収集を行っていく。  

 

 


